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平成３０年第２回長与町議会定例会 

議事日程（第５号） 

 

平成３０年 ６月１４日（木） 

    午前  ９時３０分 開 議  

日程 議案番号 件        名 備 考 

１ ４０ 長与町いじめ問題対策連絡協議会等条例 総文 

２ ４１ 
特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例 
総文 

３ ４２ 
長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条

例の一部を改正する条例 
産厚 

４ ４３ 
長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例 
産厚 

５ ４４ 
長与町指定地域密着型サービスの事業者等の指定に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例 
産厚 

６ ４５ 長与町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 産厚 

７ ４６ 平成３０年度長与町一般会計補正予算（第１号） 総文 

８ 発委１ 長与町議会議員政治倫理条例の全部改正について ― 

９ 発議３ 
核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取組強化を
求める意見書 

― 

１０ ― 議員派遣の件  

１１ ― 委員会の閉会中の継続調査申し出  

    

    

    

    

    

    

※ 付託された委員会 

 

 



○議長（内村博法議員） 

皆さんおはようございます。１３日までの委員会審査、大変お疲れ様でした。 

ただいまから本日の会議を開催いたします。 

日程第１、議案第４０号長与町いじめ問題対策連絡協議会等条例。日程第２、議案第

４１号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一部を改正する

条例を一括議題といたします。 

ただいま一括議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長。 

○１０番（岩永政則議員） 

皆さんおはようございます。それではただいまから報告を申し上げますが、去る６月

８日の本会議におきまして総務文教常任委員会に付託されました議案の審査結果につき

まして、会議規則第４１条の規定により報告をいたします。 

まず、第４０号長与町いじめ問題対策連絡協議会等条例につきましては、去る６月１

１日、委員全員の出席の下に説明員として森川教育次長、山本総務部長、金﨑教育委員

会理事、荒木総務課長、その他関係職員の出席を求めて審査を行いました。提案理由の

主な内容といたしましては、いじめ防止対策推進法の規定に基づき児童等の尊厳を保持

するため、いじめの防止等のための対策を総合的かつ効果的に推進するために必要な組

織として長与町いじめ問題対策連絡協議会委員１０人以内、長与町いじめ等学校問題サ

ポートチーム委員５人以内、長与町いじめ問題調査委員会委員５人以内の設置につき新

たに条例を定めるものであります。いじめ問題等対策連絡協議会は、いじめ防止対策等

に関する機関及び団体の連携を図る組織であります。次に、いじめ等学校問題サポート

チームはいじめ等による重大事態が発生したと疑われる場合に調査を行うために教育委

員会が必要に応じて諮問するためのもの、いじめ問題等調査委員会は学校また教育委員

会が行った調査結果の報告を受けた町長が重大事態への対処、または同種の事態の発生

防止のために必要があると認めるときに公平性、透明性を確保して再調査を行うための

諮問機関であるとの説明がございました。それに対して主な質疑として２、３点申し上

げますと、１つは２６年に町の基本方針を策定してから時間が経っているが、今回の提

案になった理由は何かという質問に対しまして、策定するに当たりどのような内容のも

のが良いのか熟議した。様々ないじめの重大事案が全国で発生したが、その第三者会議

において構成をどうするかのところでトラブルが発生したことから、１番良い形のもの

を作るために時間が掛かったという答弁でございました。２つ目には、第３条の所掌事

務について、いじめ防止に関係する機関、団体連絡調整のためだけの連絡協議会と受け

取れるが、いじめ問題の施策の推進、現状把握、分析などいじめの基本方針をまとめて

いくことが連絡協議会としての役割と思うがどうかという質問に対しまして、連携だけ

の意味合いが強く感じられるが、協議会の中でいじめ防止の基本方針、各校の取組など

を協議し未然に防止することが目的で、そういった機能を持たせることになるとの答弁



でございました。以上のとおりでございますが、慎重に審査してきた結果、全会一致で

原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４１号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例につきましては、６月１１日に委員全員出席でございました。説明

員として山本総務部長、森川教育次長、荒木総務課長、その他関係職員の出席を求めて

審査を行いました。提案理由の主なものとしましては、今回の改正は長与町いじめ問題

対策連絡協議会等条例の制定に伴い、別表の町長の部に長与町いじめ問題調査委員会、

教育委員会の部に長与町いじめ問題対策連絡協議会及び長与町いじめ等学校問題サポー

トチームの報酬額を新たに加えるものであると以上の説明がございました。それに対し

まして、１、２質疑を申し上げますと、構成メンバーの中で警察署の課長、校長会の会

長などの公職者については報酬の支給対象になるのかという質問に対しまして、公職者

については支給されないということでございます。それからサポートチームのメンバー

で産業医医師についても報酬日額は同じなのか、これは専門職の人達ですね。委員の日

額は同じであるという答弁でございました。以上、慎重に審査いたしました結果、全会

一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。以上、終わります。 

○議長（内村博法議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第４０号についての質疑ありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第４１号についての質疑ありませんか。 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。自席にお戻りください。 

これから議案第４０号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第１、議案第４０号長与町いじめ問題対策連絡協議会等条例を採決いた

します。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

これから議案第４１号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 



これから日程第２、議案第４１号特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に

関する条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に日程第３、議案第４２号長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例。日程第４、議案第４３号長与町放課後児童健全育成

事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例。日程第５、議案

第４４号長与町指定地域密着型サービスの事業者等の指定に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例。日程第６、議案第４５号長与町水道事業の設置等に関する条例の

一部を改正する条例を一括議題といたします。 

ただいま一括議題としています議案について、委員長の報告を求めます。 

産業厚生常任委員長。 

○９番（西岡克之議員） 

それでは御報告させていただきます。産業厚生常任委員会に付託されました議案等の

審査結果について会議規則第４１条の規定により報告いたします。 

議案第４２号長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一

部を改正する条例の件について御報告いたします。審査日といたしまして平成３０年６

月１１日、委員全員出席の下、説明員として松邨住民福祉部長、村田こども政策課長、

その他関係職員を招き審査をいたしました。提案理由の説明では、本案は家庭的保育事

業等の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の施行により所要の改正を行う

ものであります。主な内容では、代替保育の提供及び確保について新たに定めるもの、

また食事の提供に関して搬入施設の対象者と経過措置期間を拡大するとともに体制確保

の努力義務を課すものとの説明がございました。主な質疑といたしまして、今回の改正

で連携条件が緩和されるようだがどのようになるのか、その質疑に対して、家庭的保育

事業を運営する場合、これまでは保育園、幼稚園、認定こども園との連携が条件となっ

ていたが、今回の改正で同列の小規模保育事業にも連携を求めることができることとな

るという答弁がありました。次に連携施設と役割分担や責任の所在というのは何をもっ

て確認するのかという質疑に対し、お互いに協定書を結び確認するようなっているとい

う答弁がございました。次に現在町内にこの事業者は存在するのかという質疑に対し、

答弁といたしまして現在認可しているところはない。次に、今回の改正で緩和すると増

えることになるのかという質疑に対し、現時点では動きはないという答弁であります。

次に対象事業所が無くても条例整備はするのかという質疑に対し、児童福祉法で条例制

定が規定されている答弁がございました。主な質疑は以上のとおりで、慎重に審査した



結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

続きまして、議案第４３号長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例の件について御報告いたします。審査日は平成３

０年６月１１日委員全員出席の下、説明員として松邨住民福祉部長、村田こども政策課

長、その他関係職員を招き審査をいたしました。提案理由の説明では、本案は放課後児

童健全育成事業の設備及び運営に関する基準の一部を改正する省令の施行に伴い所要の

改正を行うもの。主な内容として資格を有する者の対象を明確化するとともに、放課後

児童支援員の資格条件の拡大を行うものということでございました。主な質疑といたし

まして、今回の改正内容はどう違うのかという質疑に対し、教員免許は更新をしないと

いけないが放課後児童クラブでは更新しなくても資格を有していればよい。従前からの

規定だがより明確にするものという答弁がございました。また、５年以上放課後児童健

全育成事業に従事をした者で町長が適当と認めたものはどのように判断すればよいのか

という質疑に対し、これまでは高卒以上の方を支援員の対象としていたが、中卒の方で

も５年以上の経験があれば支援員の資格を持つことができるように拡大されたという答

弁がありました。次に今後どのような運営となるのかという質疑に対し、本町では町立

の児童クラブが無いため、支援員の資格を有していれば各事業所での採用となるという

答弁がございました。主な質疑は以上のとおりでございまして、慎重に審査した結果、

全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４４号長与町指定地域密着型サービスの事業者の指定に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例の件について御報告をいたします。審査日は平成３０年

６月１１日委員全員出席の下、説明員といたしまして中山健康保険部長、辻田介護保険

課長、その他関係職員を招き審査をいたしました。提案理由の主なものとして、本案は

介護保険法施行規則等の一部を改正する等の省令の施行に伴い所要の改正を行うととも

に、町独自の条文として平成２４年に制定された長与町暴力団排除条例を遵守すると、

ただし書を新たに加えるものであります。主な内容といたしまして、指定地域密着型サ

ービス事業及び指定地域密着型介護予防サービス事業の申請者の資格について、看護小

規模多機能型居宅介護の指定の申請に限り、病床を有する診療所を開設しているものを

新たに追加し対象拡大するものという説明がありました。主な質疑といたしまして、今

回の改正による本町内の申請の見込みはあるのかという質疑に対し、現在のところ対象

となる事業者はいないとの答弁がありました。次に、この条例以外にも暴対法の条文は

入れているのかという質疑に対し、介護の許認可の関係条例ではこの条例だけ入ってな

かったので今回入れたという答弁がありました。次に、通常法人でない診療所というの

が想定できるのかという質疑に対し、今回の改正により該当する診療所については町内

では想定されないという答弁がございました。主な質疑は以上のとおりでございまして、

慎重に審査した結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。 

次に、議案第４５号長与町水道事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例の件



の御報告をいたします。審査日は平成３０年６月１１日委員全員出席の下、説明員とい

たしまして濱水道局長、山口水道課長、山崎下水道課長、その他関係職員を招き審査を

いたしました。提案理由の説明では、本案は字句の修正及び議会の議決を要する事項の

うち損害賠償額の決定についての額の変更を行うもの。主な内容として、地方公営企業

法第４０条第２項の規定により条例に定めるものを除き地方自治法の適用除外となって

いる損害賠償額の決定について、本町及び他自治体の賠償実績並びに前議会で議決され

た町長の専決処分の指定に関する条例との整合性を図るため「金額が１０万円以上の」

を「１００万円を超える」に改めるものという説明がありました。主な質疑といたしま

して、１００万円とした根拠はという質疑で、町長部局における専決処分との整合性を

図るため金額を合わせたという答弁がありました。次に、１０万円以上の損害賠償は過

去において何件発生しているのかという質疑に対し、水道課では過去１０年間は発生し

ていないという答弁がありました。下水道課では平成２８年に１件発生しているという

答弁がありました。次に、その程度の発生ならば改正しなくてもよいのではないかとい

う質疑に対し、損害賠償については相手側に対しての支払等迅速に対応する必要がある。

また町長部局と水道局での取扱いに差異があることは好ましくなく、住民サービスの平

等化になるという考えで提案したという質疑が主なものでございました。慎重に審査し

た結果、全会一致で原案のとおり可決すべきものと決しました。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

これから委員長の報告に対する質疑を行います。 

まず、議案第４２号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第４３号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第４４号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

次に、議案第４５号についての質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。自席にお戻りください。 

これから議案第４２号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから日程第３、議案第４２号長与町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 



（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、これから議案第４３号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第４、議案第４３号長与町放課後児童健全育成事業の設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、これから議案第４４号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありません。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第４、議案第４４号長与町指定地域密着型サービスの事業者等の指定

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を採決いたします。 

本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、これから議案第４５号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第６、議案第４５号長与町水道事業の設置等に関する条例の一部を改

正する条例を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、日程第７、議案第４６号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第１号）を議



題といたします。ただいま議題としています議案について委員長の報告を求めます。 

総務文教常任委員長。 

○１０番（岩永政則議員） 

それでは報告をいたしますが、本議案につきましても去る６月８日の本会議におきま

して、総務文教常任委員会に付託されましたので審査結果についてご報告をいたします。 

議案第４６号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第１号）につきましては、６月

１１から１２日にかけまして審査をいたしました。委員全員出席でございます。今回の

補正予算につきましては山本総務部長、久保平企画財政部長、緒方建設産業部長、森川

教育次長、その他関係職員の出席を求めました。提案理由の主なものといたしましては、

今回の補正は既定の予算総額に歳入歳出それぞれ６,４７２万４,０００円を追加し、補

正後の総額を１２３億１,９２６万７,０００円とするものでございます。歳入の主なも

のは１３款国庫支出金では地方創生推進交付金及び公園施設長寿命化計画策定事業費補

助金９３６万６,０００円を計上、１４款では県支出金、農村地域防災減災事業補助金

６００万円及びＩＣＴ活用拠点校事業研究委託金２５万円を計上しております。１７款

繰入金では財源調整のための財政調整基金の繰入金４,９１０万８,０００円を計上いた

しております。それから歳出の主なものは、２款の総務費ではいじめ問題調査委員会委

員報酬及び費用弁償４万１,０００円を計上、６款農林水産業費では農村地域防災減災

事業設計業務委託料８００万円、８款土木費では公園施設長寿命化計画策定業務委託料

１,６１０万円及び中尾城公園の公園用地購入９３４万７,０００円を計上いたしており

ます。１０款教育費ではいじめ問題対策連絡協議会委員及びいじめ等学校問題サポート

チーム委員の報酬と費用弁償６万１,０００円を計上。また、小学校費、中学校費では

学校用パソコンのリースから購入へのトータルコスト縮減に向けた調達方法変更に伴う

経費３,１１７万５,０００円を計上しておるとの説明がございました。主な質疑を申し

上げますと、総務部ではいじめ関連の報酬額が８万７,０００円とあるが、１９人の構

成メンバーで１２人分の計上となっている、各構成メンバーで何人かとの質問に対しま

して、いじめ問題対策連絡協議会３人分、いじめ等学校問題サポートチーム４人分、い

じめ問題調査委員会５人分であるとの答弁でございました。 

それから、企画財政部所管では乗合タクシー試験運行事業は発注されているのか、ま

た委託期間はどうなっているのかとの質問に対しまして、町内３社のタクシー会社より

選定を行い、あじさいタクシーとなり５月２日に委託契約を行っている、期間は６カ月

間となるとの答弁でございます。それから財源組替の内容が分かりにくい面がある、予

算書の節の空白部分に何節か分かるように記載できないかとの質問に対しまして、予算

についてはシステムで出力していることから、システム上できるか検討していきたいと

の答弁がございました。 

建設産業部では工事対象の七葉迫ため池、平木場にあります、は江戸時代に作られた

ものであり文化的価値があると思うが、歴史的遺産を加味した計画かとの質問に対しま



して、昭和５７年の長崎大水害時に災害復旧工事で水に接する全面の工事改修を行って

いる、その時、水を抜く手掘りの栓の部分は現在洗切小学校に保存をしている。今回も

新たにできれば業者と協議していきたいとの答弁がございました。それから、中尾城公

園用地購入については現在まで購入に至らなかった理由は何かとの質問に対しまして、

当時は無償で提供していた。相続人から返却してほしいとのことで、元の畑に戻すか、

公園として継続するか協議の結果、購入が安価でベストだと判断をしたとの答弁でござ

いました。それから教育委員会の所管では、パソコンのリースを買い換えに変更するが

経費の縮減効果が理由となっている、具体的に５年間のリース料と買い取り時の初期費

用からランニングコストと保守費用までまとめてどの程度試算し縮減効果が出ているの

かの質問に対しまして、リース料率は８.６％と試算している、平成３３年までリース

した場合と順次買い取りした場合との費用の縮減額は１,８８０万円となるとの答弁で

ございました。それからパソコンの買い取りで１,８８０万円の削減をされているのは

庁舎全体では大きな縮減効果となると思うが、管理職会議などの横の連携で情報共有化

する議論がされてきたのかとの質問に対しまして、パソコンの買い取り方針は情報管理

課より庁舎内のパソコンも買い取りに移行していることから、その考え方で教育委員会

も適応するように財政サイドの指導により買い取りに変更を行ったとの答弁でございま

す。主な質疑は以上のとおりでございます。慎重に審査した結果、全会一致で原案のと

おり可決すべきものと決しました。以上、報告終わります。 

○議長（内村博法議員） 

これから委員長報告に対する質疑を行います。 

質疑はありませんか。 

質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。自席にお戻りください。 

これから議案第４６号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。これで討論を終わります。 

これから、日程第７、議案第４６号平成３０年度長与町一般会計補正予算（第１号）

を採決いたします。本案に対する委員長の報告は可決です。 

本案は委員長の報告のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって本案は原案のとおり可決されました。 

場内の時計で１０時３０分まで休憩いたします。 

 （休憩 １０時００分～１０時３０分） 

○議長（内村博法議員） 



休憩前に引き続き、会議を再開いたします。 

日程第８、発委第１号長与町議会議員政治倫理条例の全部改正についてを議題といた

します。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

喜々津議会運営委員長。 

○１１番（喜々津英世議員） 

それでは、発委第１号長与町議会議員政治倫理条例の全部改正について、提案理由の

御説明を申し上げます。御承知のとおり、長与町議会議員政治倫理条例は平成２５年条

例第２２号として、議員提案により制定したものであります。議員自らを律するための

条例であります。昨年設置されました長与町議会議員政治倫理条例に係る調査特別委員

会の調査の過程で、条例の見直しが必要との意見が出されたことから昨年来、議会運営

委員会におきまして現行条例の見直し作業を進めてまいりました。今般、改正案につい

て取りまとめ、去る６月５日の全員協議会において御確認をいただきましたので、議会

運営委員会発委の議案として上程するものであります。内容につきましては、改正前の

条例の文言整理、条文整理を含めほとんどの条項について改正の必要が生じたため、全

部改正として提案をさせていただきました。 

それでは、改正の内容について御説明いたします。第１条目的は、改正はありません。

第２条第１項では「議員は町民に対し、常に政治倫理に関する高潔性を示すことができ

るよう努めなければならない。」第２項では「議員は、地方自治の本旨に従って、議員

本来の使命の達成に努めなければならない。」また、第３項では「議員は、政治倫理に

反する事実があるとの疑惑を持たれたときは、自ら真摯かつ誠実に事実を明らかにし、

説明責任を果たされなければならない。」として、３項立てで、議員の責務を規定いた

しました。第３条第１項では「町民は、議員の活動及び政治姿勢に注目し、必要に応じ

議員に説明責任を果たすことを求めることができる。」とし、第２項では「町民は主権

者として自らも町政を担うことについて自覚を持ち、議員に対し、政治倫理基準に反す

る働きかけを行ってはならない。」とし、町民の役割についても規定をいたしました。

第４条では、政治倫理基準として遵守すべき事項として「その職務に関して不正の疑惑

を持たれる行為をしないこと。」また、「特定の個人、団体の利益を求めて公共の利益

を損なうような行為をしないこと。」など６項目を規定しております。第５条では、請

負等に関する遵守事項として「議員、その配偶者若しくは扶養する親族又はこれらの者

が自主的に経営に携わる法人は、町が行う請負契約等に関する契約を辞退するよう努め

なければならない。」ということを規定しております。第６条では「町民又は議員は、

第４条に規定する政治倫理基準又は第５条に規定する請負等に関する遵守事項に違反す

る疑いがあると認められるときは、これを証する資料を添えて、町民にあっては議員の

選挙権を有する者５０人以上。議員にあっては２人以上の者の連署をもって、政治倫理

基準等違反の確認の審査を請求することができる。」と規定をしました。第２項では



「当該審査請求は、当該行為のあった日又は終わった日から１年を経過したときはこれ

をすることができない。」とし、審査請求について原則１年以内の期限を規定しました。

第３項では、当該審査請求の受理後、当該審査請求の適否及び特別委員会の設置の可否

について、議長が議会運営委員会に諮問することを規定しております。第７条では、特

別委員会の設置及び運営方法等について規定をしました。第８条では、対象議員の特別

委員会への協力義務を規定しております。第９条では、特別委員会の審査期間を６０日

以内とするほか、審査結果の取扱いについて規定をしております。第１０条では、審査

結果を受けた対象議員及び議会の措置を規定しました。第２項では、議会の措置として、

文書による警告、公開の議場における陳謝、議会における役職の辞職勧告、議員の辞職

勧告などを規定しました。第３項では、議会の措置を講じたときの審査請求者への通知、

本会議での報告、措置の内容の公表について規定しております。第１１条では、議会の

措置に対する説明会の開催請求の方法とともに、対象議員の出席義務についても規定し

ました。第１２条は、規程への委任を規定しております。附則では、本条例の施行日を

公布の日からとしております。 

以上が、本議案の内容でございます。御審議のほどよろしくお願い申し上げます。 

○議長（内村博法議員） 

お諮りします。 

本案については、質疑並びに委員会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、発委第１号は質疑並びに委員会付託を省略することに決定いたしました。

自席にお戻りください。 

これから発委第１号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

金子議員。 

○７番（金子恵議員） 

長与町議会議員政治倫理条例全部改正について、賛成の立場で討論いたします。 

１９８３年大阪府坂井市において初の政治倫理条例が制定されてから３５年、現在４

００以上の自治体議会に広がりました。実効性のない内部規程に留まる条例も少なくな

い中、今回の改正は、条例の目的である地方政治の不正を防止することを長与町議会に

見合った観点から、時間をかけ見直しを進めました。住民の代表である議員がその権限

や地位を利用し、自己又は特定の者の利益を図ることがないようにするためなど条例内

容にはレベルアップが必要であり、実効性と共に確実に運用することが必要となってき

ます。疑われる行為があっても実際に不正が行われなければ良い。そうなれば不正が無



ければ何をやっても良い。歯止めがかからないということになります。選挙で選ばれた

議員は高い倫理感を求められると共に、李下に冠を正さずの模範を示すべきであります。

今回その必要性を形にしたことにより、今後、政治倫理という価値を普遍的なものとし、

政治の世界に身を置く者は等しく、その向上に努めなければならないのは当然であると

いうことを明確にしました。それぞれの議員がコンプライアンスとマインドについて考

えていただき、健全な議会運営をしていくことが行くは住民との信頼関係を築くことに

繋がります。昨今、政務調査費の不正受給など新聞報道がなされています。このことか

らも住民の政治倫理に関する意識は格段に高まっていると考えます。本条例を改正した

ことにより遵守すべき項目を改めて考え直すきっかけにし、信頼される議会の確立を目

指すことを約束し、賛成討論といたします。 

○議長（内村博法議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、発委第１号長与町議会議員政治倫理条例の全部改正についてを採決いたし

ます。 

本案は原案のとおり決定することに御異議はありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、日程第９、発議第３号核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取

組強化を求める意見書を議題といたします。 

本案について提案理由の説明を求めます。 

喜々津議員。 

○１１番（喜々津英世議員） 

それでは、発議第３号核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取組強化

を求める意見書について御説明をいたします。 

上記議案を別紙のとおり会議規則第１４条第２項の規定により提出をいたします。平

成３０年６月１４日、提出者長与町議会議員喜々津英世。賛成者長与町議会議員岩永政

則、同じく賛成者西岡克之、同じく賛成者饗庭敦子。これについて御説明を申し上げた

いと思います。 

平成２９年７月７日に国連で核兵器を違法化する核兵器禁止条約が１２２か国の賛成

を得て採択をされました。このことを受けて全国の地方議会から政府に対する意見書が

提出をされております。本年１月２２日の新聞報道によりますと、核兵器禁止条約への

署名、批准を要求するものが１１３議会。核保有国と非保有国の橋渡し役を期待するも



のが８議会から提出をされております。県内では、長崎市議会が昨年１２月議会におい

て核兵器禁止条約の署名、批准を求める意見書を全会一致で採択をされておられます。

また、２９年１２月５日の国連総会で、我が国がアメリカを含む７７の共同提案国を代

表して提出をした核兵器廃絶決議案が１５６か国の賛成を得て採択されました。これを

受け諫早市議会では、本年３月議会において核兵器廃絶決議を受け一層の取組を求める

意見書を全会一致で採択したと聞いております。長与町は、町内全域が被爆地として認

定をされております。戦後７３年となる今日、町内には２９年３月のデータであります

けれども、２,５１８人の被爆者手帳所持者がおられます。被爆地の議会としても長崎

市、諫早市と同様全議員の賛同を得て、衆参両院議長及び政府に意見書を提出したいと

の思いで提案をいたしました。それでは、意見書案を朗読させていただきます。 

核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取組強化を求める意見書。平成

２９年１２月５日、国連総会本会議において、我が国が７７か国の共同提案国を代表し

て提出した核兵器廃絶決議案（核兵器の全面的廃絶に向けた共同行動）が賛成１５６か

国、反対４か国、棄権２４か国の賛成多数で採択された。共同提案国には、核保有国で

あるアメリカ、イギリス、フランスも含まれ、また、賛同国には、平成２９年７月７日

に採択された核兵器禁止条約に賛成した９５か国も含まれております。 

この核兵器廃絶決議は、核保有国、非保有国など幅広い国々の支持を受け採択された

もので、核兵器のない世界の実現に向けての大きな一歩と確信する。我が国においては、

広島と長崎への原爆投下の惨禍の体験がある。長与町は、昭和２０年８月９日午前１１

時２分の原爆投下により、長崎市と同じように被害を受けた被爆地であり、同時に長崎

市への救援列車の発着駅として、被爆者救援に尽力した町でもある。 

長与町では、核兵器の脅威をなくし、世界平和と人類の恒久的な安全・生存を保持す

るため、紛争・戦争のない世界の実現を強く望み、平成６年９月１９日、核兵器の廃絶

を願って「平和で安全な町」を宣言し、平和の尊さと核兵器の悲惨さを後世に伝え続け

ている。我が国は、非人道的な核兵器使用の悲惨さを全世界に発信できる唯一の国であ

り、核軍縮の自主的な前進に向けて、核保有国と非保有国、立場の違う国々との橋渡し

役ができる国でもある。 

よって、国におかれては、国民の生命財産を守る責任を有する政府として、安全保障

における現況の脅威に対し適切に対処するとともに、国連での核兵器廃絶決議の採択を

受けて、核兵器禁止条約の署名・批准等様々な問題解決に向けて、具体的取組を行うよ

う強く要望するものである。 

以上、地方自治法第９９条の規定に基づき意見書を提出する。 

平成３０年６月１４日、長崎県長与町議会。以上です。 

○議長（内村博法議員） 

これから質疑を行います。 

質疑はありませんか。 



質疑なしと認めます。 

これで質疑を終わります。自席にお戻りください。 

ただいま議題となっています、発議第３号は会議規則第３９条第３項の規定により委

員会付託を省略したいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、発議第３号は委員会付託を省略することに決定いたしました。 

これから、発議第３号の討論を行います。 

まず、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 

安部議員。 

○３番（安部都議員） 

核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取組強化を求める意見書につい

て、賛成の立場で討論をいたします。本意見書は、国に対して核兵器のない世界への取

組を求め、核兵器禁止条約の署名批准を強く求めるものであります。昨年、核兵器廃絶

に向けて貢献した市民団体ＩＣＡＮが平和ノーベル賞を受賞しました。また、２９年７

月１２２か国の国、地域で核兵器禁止条約に賛同し、採択され批准も行われました。し

かし、日本政府は国連本会議での核兵器廃絶決議案に賛同したものの、アメリカの核の

傘下にいる唯一の被爆国日本は核兵器禁止条約のテーブルにはつくことはありませんで

した。日本こそが対等に立ち、核兵器廃絶に向け、平和交渉への道しるべを示し牽引す

るべきです。本町では平成６年平和で安全な町宣言を行い、核兵器の廃絶を願って後世

へ平和活動を継承しております。先日、歴史的南北首脳会談が開催され、核兵器廃絶に

向け合意がなされました。また、６月１２日歴史的米朝首脳会談も開催され、具体的プ

ロセスの明確化は無かったものの、これまでの互いの挑発的かつ敵対国であった両国に

おいて朝鮮半島の平和構築、朝鮮半島の完全な非核化実現など４項目について締結をさ

れました。このことは朝鮮半島の和平と安定に向け核兵器のない世界に向けた第一歩と

なったのは事実であります。核兵器のない世界を実現させるためには、東アジアに残さ

れた冷戦構造を終結させ、米朝だけでなく日朝の国交正常化が欠かせません。日朝平壌

宣言に基づき対話による日朝の緊張感を解くべく関係改善を求め、和平と対話によって

拉致をはじめ日朝間の解決を主体的に図ることが望まれます。被爆者の苦しみを２度と

子どもたちに繰り返させないために、世界の平和と核兵器廃絶に向け強く日本政府に核

兵器条約の署名、批准を要望し、賛成討論といたします。 

○議長（内村博法議員） 

次に、反対討論はありませんか。 

次に、賛成討論はありませんか。 



討論なしと認めます。 

これで討論を終わります。 

これから、発議第３号核兵器廃絶の国連決議採択後の核兵器のない世界への取組強化

を求める意見書を採決いたします。 

本案は原案のとおり決定することに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、本案は原案のとおり可決されました。 

次に、日程第１０、議員派遣の件を議題といたします。 

お諮りします。 

会議規則第１２９条の規定により、お手元に配付のとおり議員を派遣したいと思いま

す。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、お手元に配付のとおり議員を派遣することに決定いたしました。 

次に日程第１１、委員会の閉会中の継続調査申し出を議題といたします。 

総務文教常任委員長、議会広報広聴常任委員長、議会運営委員長から目下、委員会に

おいて調査中の事件について会議規則第７５条の規定によって、お手元に配りましたと

おり閉会中の継続調査の申し出があります。 

お諮りします。 

委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、委員長から申し出のとおり閉会中の継続調査とすることに決定いたしま

した。 

以上で、今期定例会に付議されました議案の審議は全部終了いたしました。 

お諮りします。 

会議規則第４５条の規定により、今期定例会において議決された案件につきまして、

字句、数字、その他軽微な整理を要するものがあった場合、その整理を議長に委任され

たいと思います。 

これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

したがって、これら整理を要するものにつきましては、議長に委任することを決定い

たしました。 



閉会に当たり、町長から発言の申し出がありますので許可いたします。 

吉田町長。 

○町長（吉田愼一君） 

それでは、閉会に当たり一言、御挨拶をさせていただきます。去る６月５日に開会し

ていただきました平成３０年第２回長与町議会定例会は本日までの１０日間の会期でご

ざいましたけども、議員各位におかれましては大変お疲れさまでございました。本定例

会では１１名の議員の皆様からは一般質問をいただき、町政発展の立場から御指摘、御

指導を賜りましたことを心から感謝を申し上げます。さて、各議案につきましても慎重

に御審議を賜り、御決定をいただいたことに対しましても、重ねて感謝申し上げる次第

でございます。一般会計補正予算につきましては、公園施設長寿命化計画策定業務委託

料、学校用パソコン購入経費など御決定をいただきました予算につきましては、十分な

成果が出せるよう今後も最大限の努力をいたしたいというふうに考えております。季節

は梅雨を迎えました。大雨による土砂災害などが心配される季節となってまいりました。

町民の皆様方の生命財産を守るためにも関係機関との連携強化を図りまして、万全の防

災体制を整えてまいりたいと考えております。結びになりますけども、朝夕はまだまだ

寒く体調を崩しやすくなりますが、議員各位におかれましては御自愛をいただき、益々

御活躍を御祈念申し上げ、定例会のお礼を込めて挨拶をさせていただきます。ありがと

うございました。 

○議長（内村博法議員） 

先程の意見書の宛先については、議長に委任されたいと思います。 

御異議ありませんか。 

（「異議なし」の声あり） 

異議なしと認めます。 

それでは、議長に委任されたということで決定いたしました。 

これにて会議を閉会いたします。 

これで平成３０年第２回長与町議会定例会を閉会いたします。お疲れさまでした。 

 （閉会 １０時５５分） 

 


